
適用問題   ２年 「長方形と正方形」（３／10） 

（１）目標・評価規準 

本時の目標 三角形や四角形の定義を根拠として，弁別の理由を説明することができる。 

本時の評価規準 【考】構成要素に着目し，三角形や四角形の弁別の仕方を考え，説明している。 

 

（２）展開 

 学習活動 
主な発問（○）と 

予想される児童の反応（・） 

評価規準 

（評価方法） 
指導上の留意点 

導
入 

 

５
分 

 

１ 学習課題をつ

かむ。 

 

 

２ めあてを確認

する。 

 

 

○三角形や四角形を見つけまし

ょう。 

・ちょっと分かりにくい図形が

あるな。 

・ちょっとおかしい所があるよ。 

  

・前時を振り返り,

定義の確認をす

る。 

・図形の拡大図を

見せ，本時では，

はっきりしない図

形について吟味し

ていくことを知ら

せる。 

展
開 

 

30

分 

３ 自力解決をす

る。 

 

 

 

４ それぞれの考

えを発表し，検

討する。 

（言語活動） 

 

・ペアで伝え合う。 

 

・全体の場へ出し

合う。 

 

 

 

○三角形や四角形を見つけた

ら，そのわけも書きましょう。 

 

 

 

○どのように分けたか，わけも

入れて発表しましょう。 

・三角形は○アと○カ。わけは，３

本の直線で囲まれているか

ら。 

・四角形は○イと○キ。わけは，４

本の直線で囲まれているか

ら。 

・○ウと○エと○オと○クはどちらでも

ない。わけは，○ウはすきまが

あいているから。○エは線が曲

がっているから。○オは直線で

ない辺があるから。○クはかど

が丸くなっているから。 

 

○どんなことに気をつけて，三

角形や四角形を見つけました

か。 

・直線で囲まれているかどうか

が大事。 

・辺の数を数えると三角形か四

角形か分かる。 

 

 

 

 

 

【考】構成要素

に着目し，三角

形や四角形の弁

別の仕方を考

え，説明してい

る。 

（発言・ワーク

シート） 

・自力で考えにく

い児童には，定義

や「辺」「角」「頂

点」などのキーワ

ードを与える。 

 

 

・ペアで考えを交

流させ，自分の考

えを発表すること

への意欲を高め

る。また，自分の

考えを深めたり，

説明の仕方を見直

したりできるよう

にする。 

 

・誤答は○イ →○ク →

○エ ・○オ →○ウ の順に

取り上げ，説明さ

せる。 

 

・全体の場で，必

ず答えを確認する。 

 

・三角形や四角形

である条件は「直

線」「辺の数」「囲

まれている」とい

う３つであること

をはっきりさせ

る。 

 三角形や四角形の見つけ方を考えよう。 



れんしゅうもんだい     ２年 名前（                 ） 

 

ま
と
め 

 

10

分 

５ 学習したこと

をまとめる。 

 

 

 

６ 適用問題を解

く。 

 

７ 次時の予告を

する。 

 

 

 

 

 

○今日学習したことに気をつけ

て，次は自分で，三角形や四

角形をかいてみよう。 

  

 

（３）適用問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業を終えて 

○適用問題に取り組んだ結果，９割の児童が正答することができた。 

●１割の児童の誤答を見ると，三角形を２つだけしか見つけることができていなっかたり，四角形の

弁別が十分にできていなかったりしていた。角が直角の図形は四角形だと認識しやすいが，○アのよう

に不定形の図形は，四角形だと認識しづらい児童がいた。このことから，「四角形は４本の直線でか

こまれた図形」という定義や，「四角形は辺や頂点の数が４つずつ」という性質を用いて弁別するこ

とができておらず，見た目で判断する児童がいることが分かった。 

●改善点として，授業の中で図形を弁別する時には，定義や性質を用いるような具体的な指示が必要

と考える。 

へんの数や，直線でかこまれているか

をしらべると，見つけることができる。 


